


結果 

①運動療法開始時年令が 1才から 1才 6ヵ月未満のグループと1才 6ヵ月以上のクループ

に分けてその運動発達の経過をみると図 1・2のごとくであった。即ち訓練開始時年令の低

い例の方が発達速度の早い傾向を示すことが分る。なお、1 才未満のグループの発達傾向

は図 1とほぼ類似しており大きな差はみられなかった。 

②精神発達指数の低い例ほど運動発達速度が鈍く、運動機能は低いレベルにとどまる傾向

が大きい。 

③てんかんを有し、これがコントロールされていない例では運動療法の効果が少ない。し

かし、薬物により良くコントロールされている例では影響は少ない。 

④染色体異常症のうちダウン症の発達は総じて良好であるが、他の異常症(4P-、5P-など)

では対照的に著しく悪い。 


